
高知大学での学びと学生生活に関する調査 2025 結果報告 

 

（１）趣旨・目的 

大学の質保証の進捗を検証するために、学生の学修状況や学生生活の実態について明ら

かにし、大学教育ならびに学生支援体制の質の向上に向けたエビデンスを得ることを目的

とする。 

 

（２）取組内容 

 １）調査時期  令和７年 10 月 20 日（月）～11 月９日（日） 

 ２）対  象  学部学生（全学部・全学年） 

 ３）調査方法  高知大学 moodle 2025 年度版を使い、web アンケートとして実施し

た。回答は、全学認証 ID（学籍番号）と紐づけて個人を特定できる形

で収集した。 

 ４）調査内容 

・授業外学修時間 

・学びへのモチベーションに寄与する経験 

 ・成長実感 

 ・大学教育や学生生活への満足度 

 ・学生団体への所属状況 

 ・アルバイトの有無 

  ・メディア機器使用時間 

・相談窓口の認知度 

・アドバイザー教員制度の活用状況 

・大学教育についての意見・要望（自由記述） 

・学生生活に対する大学からの支援についての意見・要望（自由記述） 

・キャンパスの施設・設備についての意見・要望（自由記述） 

（・学部独自設問） 

 

（３）結果 

 １）学部別回答率 

学部 回答数 在籍者数 回答率 

人文学部・人文社会科学部 497 1225 40.6% 

教育学部 349 555 62.9% 

理工学部 421 1089 38.7% 

医学部 306 958 31.9% 

農林海洋科学部 507 868 58.4% 

地域協働学部 106 256 41.4% 

総計 2,186 4,951 44.2% 

 



高知大学での学びと学生生活に関する調査2025　集計結果

授業への取組について

＊「８時間以上」と「30分未満」はそれぞれ「８時間」「15分」に換算して計算。平均時間 1.9 時間

1.9 時間

モチベーションを向上させた経験について

有効回答数 2186

１．今年度（今年の4月以降、以下同じ）の授業期間におけるあなたの1日あたりの授業外での学修時間（授業(実験・実習を含む)の調
べものや予習・復習、提出課題等の作成、グループでの学修、自主的な勉強等）について、最も近いものを1つ選んでください。

（参考）昨年度平均時間

２．今年度に、次のような経験で、あなたの学びへのモチベーションは向上しましたか。次の①～⑧それぞれについて、最も近いものを
選んでください。
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①教育に対して熱意のある教員がいた

②教員の指導に基づきながらも、自主性を尊重されて学習を進められた

③学習の態度や姿勢が不適切な場合、教員から指導された

④授業の中で実社会との接点を感じることができた

⑤日常的に、教職員と挨拶・雑談等の交流があった

⑥相談にのるなど支援してくれるアドバイザー教員がいた

⑦アドバイザー教員以外で、相談にのるなど支援してくれる教員・職員が

いた

⑧相談にのるなど支援してくれる本学の学生（友人・先輩など）がいた

1.とても向上した 2.まあ向上した 3.あまり向上につながらなかった 4.まったく向上しなかった 5.思い当たる経験がない



成長実感について

３．高知大学入学以前の自分と比べて、大学入学後、一番成長したなと思うことを次の中から選んでください。

４．問３で選択したあなたの成長に一番つながっているのは、学生生活のどのような場面でしょうか。次の中から選んでください。
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1 : 専門科目や共通教育科目での講義型の授業

2 : ゼミなどの少人数でディスカッションなどがある授業

3 : 地域に出かけて地域の人との交流がある授業

4 : 短期あるいは長期の留学経験（語学研修含む）

5 : 学生団体（公認サークル又は同好会）での課外活動

6 : 就職活動

7 : インターンシップ

8 : ボランティア活動

9 : アルバイト
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1 : ものごとを筋道立てて考え論理的に結論を出せるようになった。

2 : 相手にわかりやすく伝わるように話したり、相手のことを考えて文章が

書けるようになった。

3 : 相手の意図をくみとるように聴いたり、自分の意図をわかりやすく伝え

られるようになった。

4 : 複数の他者と力を合わせてものごとを進めていくことができるように

なった。

5 : 時間を守ることなど自分の行動に責任がもてるようになった。

6 : 自己の良心や社会的なルールに従って行動できるようになった。

7 : 困難なことがあっても臨機応変に自分の力を発揮して事態を乗り切るこ

とができるようになった。



満足度について

５．入学してからこれまでの大学教育・大学からの支援（施設・設備を含む）・学生生活に対する満足度について教えてください。次の①～⑫それ
ぞれについて、最も近いものを選んでください。

６．入学してからこれまでの大学教育・大学からの支援（施設・設備を含む）・学生生活について、総合的な満足度を教えてください。次の①～③
それぞれについて、最も近いものを選んでください。
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①専門分野の勉強（資格・採用試験のための勉強を除く）

②幅広い知識や教養を身に付けるための勉強

③卒業研究・卒業制作

④英語等の語学に関する勉強（留学除く）

⑤資格取得のための勉強

⑥公務員・教員等の採用試験対策のための勉強

⑦大学での学びに必要なスタディ・スキルに関する勉強

⑧留学（語学研修含む）

⑨インターンシップ

⑩就職活動

⑪学生団体（公認サークル又は同好会）での課外活動

⑫地域に出かけて地域の人との交流がある活動

1.とても満足している 2.まあ満足している 3.あまり満足していない 4.まったく満足していない 5.経験していない
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①大学教育を総合的に判断して

②大学からの支援（施設・設備を含む）を総合的に判断して

③学生生活を総合的に判断して

1.とても満足している 2.まあ満足している 3.あまり満足していない 4.まったく満足していない



学生生活について

（参考）昨年度「所属している」60.5％

「所属していない」39.5％

（参考）昨年度「した」84.2％

「していない」15.8％

７．現在の学生団体（公認サークル又は同好会）への所属の状況をお答えください。

８．今年度（今年の4月以降）、あなたはアルバイト（長期・短期の別は問いません）をしましたか。

９．直近1週間における、１日あたりの平均のメディア機器（スマートフォン、PC等）の使用時間（ゲーム、SNS、動画視聴等）（注：学習、情報収集
のための使用を除く）について、最も近いものを1つ選んでください。
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あなたが知っている相談窓口について

＊８項目全てを「知らなかった」と回答した者 49名 2.2%

（参考）昨年度  50名 2.8%

10．このアンケートに回答する前から、以下に挙げた「学生生活について無料で相談できる窓口」を知っていましたか。(「知っていた」と回答した
学生の割合）
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①アドバイザー教員 （履修計画・進学・就職等、学生生活全般に関すること）

②履修方法や授業に関する相談窓口 （学務課、学生課、物部総務課学務室）

③就職に関する相談窓口 （学生支援課就職室、学生課、物部総務課学務室）

④授業料免除・奨学金等の経済的支援に関する相談窓口 （学生支援課、学生課、物部

総務課学務室）

⑤保健管理センター・保健管理センター医学部分室・物部キャンパス保健相談室 （身

体面・メンタル面に関すること）

⑥学生何でも相談室・学生何でも相談窓口 （トラブルを含む学生生活全般に関するこ

と）

⑦インクルージョン支援推進室 （疾病・障害等のある学生の授業参加・試験、合理的

配慮の申請等に関すること）

⑧ハラスメント相談員 （セクハラ・アカハラ・いじめ等に関すること）



アドバイザー教員との面談について

（参考）昨年度「あった」65.3％

「なかった」34.7％

アドバイザー教員と行った面談のテーマ・目的について

高知大学への意見や要望

高知大学の教育、学生生活に対する支援、キャンパスの施設・設備それぞれについて、改善のための意見や要望があれば記入してください。

13．.教育について（自由記述）

14．学生生活に対する支援について（自由記述）

※人文社会科学部、教育学部、理工学部、医学部医学科、農林海洋科学部は学部独自設問あり

※自由記述と学部独自設問の結果については非公開

12．昨年12月から現在まで（1年生及びR7年度編入生は、入学後から現在まで）の間に、アドバイザー教員と行った面談（学修や学生生活の特
定のテーマ・目的に関して行う対話で、予め日時を決めて、アドバイザー教員が学生と個別に面会して実施するもの。ゼミ指導を除く。）のテー
マまたは目的を、次の①～⑪から選んでください。（設問11に「あった」と回答した学生1442名に対する、それぞれの項目に「あった」と回答した
学生の割合）

15．施設・設備について（自由記述）

11． 昨年12月から現在まで（1年生及びR7年度編入生は、入学後から現在まで）の間に、アドバイザー教員との面談（学修や学生生活の特定
のテーマ・目的に関して行う対話で、予め日時を決めて、アドバイザー教員が学生と個別に面会して実施するもの。ゼミ指導を除く。）はありまし
たか。
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①学修目標の設定又は振り返りに関すること

②履修登録に関すること

③卒業後の進路（就職・進学）又は就職活動に関すること

④キャリア形成に関すること

⑤教員免許状の取得に関すること

⑥授業参加状況に関すること

⑦成績（単位修得状況・GPA）に関すること

⑧学生の身分（休学、復学、退学、除籍、留学、表彰、懲戒、転学部・転学

科・転コース）に関すること

⑨病気等を理由とする修学上のサポート（合理的配慮）に関すること

⑩生活状況（住居、アルバイト、健康状態、経済状況、人間関係等）に関す

ること

⑪その他


